
【 専門基礎分野 人体の構造と機能 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

解剖総論 1 15 時間（8 回） 1 年次・前期 中村 直晶 

実践的教育内容 
急性期病院の救命救急病棟で１０年以上の勤務経験のある認定看護師で 

その経験から、人体を看護の視点で系統たてて理解できるよう教授する。 

学
習
目
標 

  

１．人体の構造と機能をそれぞれ関連づけて理解することができる 

 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

 

 

2 回 

 

 

 

 

 

 

 

3 回 

 

 

 

4 回 

 

 

 

 

5 回 

 

 

 

１．解剖、生理学とは 

１）解剖学 

２）生理学 

３）解剖生理学と看護 

 

２．解剖生理学用語 

１）解剖生理学的正常位 

２）方向 

３）面と断面 

４）人体の部位を表す用語 

５）人体内部の腔所 

６）器官と 11 種の器官系 

 

３．ホメオスタシス 

１）細胞外液 

２）内部環境と恒常性 

 

４．フィードバッグ機構 

５．細胞と組織 

１）細胞の構造 

（核、細胞膜と細胞質、細胞

内小器官と細胞骨格） 

２）細胞の機能 

（細胞と間質の間の物質輸

送、細胞分裂と遺伝情報） 

３）細胞の分化と成長、老化 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

6 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 回 

 

 

 

 

 

 

8 回 

６．人体を構成する 4 種の 

組織 

１）上皮組織 

２）支持組織 

３）筋組織 

４）神経組織 

 

７．体内の膜 

１）体内の腔 

２）漿膜 

３）粘膜 

 

８．体液 

１）水分と電解質平衡 

２）浸透圧 

３）酸塩基平衡 

４）アシドーシスとアルカ

ローシス 

 

終講試験 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 

方法 
筆記試験 100 点  教科書 

ﾅｰｼﾝｸﾞｸﾞﾗﾌｨｶ 人体の構造と機能① 

 解剖生理学   （メディカ出版） 

 



【 専門基礎分野 人体の構造と機能 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

解剖生理学Ⅰ 1 

15 時間（8 回） 

① 4 時間（2 回） 

② 6 時間（3 回） 

③ 5 時間（3 回） 

1 年次・前期 

① 藤原 正美（血液系） 

② 山本 篤 （循環器系） 

③ 井口 秀 （呼吸器系） 

実践的教育内容 
急性期病院の各系統別病棟で５年以上の勤務経験のある認定看護師であり、 

その経験から、人体を看護の視点で系統立てて理解できるよう教授する 

学習目標 １．人体の構造と機能をそれぞれに関連付けて理解することができる 

D 

P 

と

の 

関

連 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康 

の保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

（藤原） 

 

 

 

 

 

2 回 

（藤原） 

 

 

 

 

3 回 

（山本） 

 

 

 

 

 

4 回 

（山本） 

 

 

＜血液系＞ 

１．血液成分と機能 

１）血液の働きと成分 

２）細胞成分（血球） 

２．血球とその機能 

１）赤血球 

２）白血球 

３）血小板と血液凝固  

血栓線溶(繊維素溶解) 

３．血液型と輸血 

１）ABO 型血液型 

２）Rh 式血液型 

３）輸血の交差適合試験 

＜循環器系＞ 

１. 心臓の構造と機能 

１） 被膜 

２） 主循環路 

３） 肺循環と体循環 

４） 弁 

５） 心臓に分布する血管 

２. 心臓の機能 

３．血管と循環 

１）脈拍と刺激伝導系 

２）心周期 

３）心拍出量 

４．血管と循環 

１）血管の構造 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 講義 

5 回

（山本） 

 

 

 

 

 

 

 

6 回 

（井口） 

 

 

 

 

7 回 

（井口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 回 

（井口） 

（動脈・静脈・毛細血管） 

２）胎児循環 

５．血管の機能 

１）血圧と血圧調節 

６．心臓、血管の成長と老化

７．リンパ系 

１）リンパ、リンパ管、リンパ

節 

２）胸管、リンパ性器官 

＜呼吸器系＞ 

１．呼吸器系構造と機能 

１）気道の構造と機能（鼻鼻

腔、咽頭、喉頭、気管と気管支、

生体防御機構） 

２）肺の構造 

３）縦隔 

２．呼吸のプロセス 

１）換気 

２）内呼吸・外呼吸 

３．呼吸の調節 

１）化学受容体と呼吸器系の 

受容器 

２）呼吸中枢 

３）呼吸の様々な異常 

 

終講試験 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

評価 

方法 

筆記試験 100 点 

（ ①30 点 ②40 点 ③30 点 ） 
教科書 

ﾅｰｼﾝｸﾞｸﾞﾗﾌｨｶ 人体の構造と機能① 

 解剖生理学   （メディカ出版） 

 



【 専門基礎分野 人体の構造と機能 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

解剖生理学Ⅱ 1 

15 時間（8 回） 

  ① 6 時間（3 回） 

② 4 時間（2 回） 

③ 5 時間（3 回） 

1 年次・前期 

① 操野 由美子（消化器系） 

② 辻本 幸代 （泌尿器系） 

③ 谷口 真奈美（内分泌系） 

実践的教育内容 
急性期病院の各系統別病棟で５年以上の勤務経験のある認定看護師であり、 

その経験から、人体を看護の視点で系統立てて理解できるよう教授する。 

学習目標 １．人体の構造と機能をそれぞれに関連付けて理解することができる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

 

1 回 

（操野） 

 

 

 

 

2 回 

（操野） 

 

 

 

 

 

3 回 

（操野） 

 

 

 

 

 

 

4 回 

（辻本） 

 

＜消化器系＞ 

１． 食欲と摂食行動、調節 

２． 咀嚼 

１） 口腔の構造と機能 

３．嚥下 

１）咽頭の構造と機能 

２）食道の構造と機能 

４．消化 

１）胃の構造と機能 

２）小腸の構造と機能 

３）肝臓の構造と機能 

と機能 

４）胆嚢の構造と機能 

５）膵臓の構造と機能 

５．吸収 

１）糖質、脂肪、タンパク質の

消化と吸収 

２）ビタミン、水の吸収 

６．排泄 

１）大腸の構造と機能 

２）排便の機序 

＜泌尿器系＞ 

１． 腎臓 

１） 腎臓の構造と機能 

２） 尿の生成 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

5 回 

（辻本） 

 

 

 

 

6 回 

（谷口） 

 

 

 

 

 

 

 

7 回 

（谷口） 

 

 

 

 

 

 

8 回 

（谷口） 

２． 尿管の構造と機能 

３． 膀胱の構造と機能 

４． 排尿の生理 

５．泌尿器系の性状と老化 

 

＜内分泌系＞ 

１． 内分泌とホルモン 

１）内分泌と外分泌の違い 

２）ホルモンの調節機構 

２．ホルモンの化学物質と作

用 

２．脳にあるホルモン分泌器

官 

１）視床下部、下垂体、松果体 

３．甲状腺、上皮小体 

４．膵臓 

１）膵臓の働き、血糖調節 

２）糖尿病 

５．副腎皮質、副腎髄質 

６．性腺 

１）卵巣、精巣 

７．ホルモンを分泌するほか

の器官や組織 

終講試験 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

試験 

評価 

方法 

筆記試験 100 点 

（ ①40 点 ② 30 点 ③30 点 ） 
教科書 

ﾅｰｼﾝｸﾞｸﾞﾗﾌｨｶ 人体の構造と機能① 

 解剖生理学   （メディカ出版） 

 



【 専門基礎分野 人体の構造と機能 】 

科目 
単

位 
時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

解剖生理学Ⅲ 1 

15 時間（8 回） 

① 18 時間（4 回）

② 7 時間（4 回） 

1 年次・後期 

① 松野 友佳子 

（脳神経系） 

② 中野 裕葵  

    （骨・関節・筋系） 

実践的教育内容 

急性期病院の脳神経系病棟で５年以上の勤務経験のある認定看護師と、１０

年以上勤務している理学療法士が、その経験から人体を看護の視点で系統立

てて理解できるよう教授する。 

学習目標 １．人体の構造と機能をそれぞれに関連付けて理解することができる 

D 

P 

と

の 

関

連 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

 

1 回 

（松野） 

 

 

 

 

2 回 

（松野） 

 

 

3 回 

（松野） 

 

 

 

 

4 回 

（松野） 

 

 

＜脳神経＞ 

１． 神経系の構造と機能 

１）構造・機能に基づく分類 

２．神経組織の構造と機能 

１）神経膠細胞 

２）ニューロンでの興奮伝導 

３）反射 

２．脳と脊髄 

１）脳の構造と機能 

（大脳、間脳、小脳、脳幹、脊髄） 

２）中枢神経系を保護する組

織（髄膜、脳室、脳脊髄液の循

環） 

３）伝達路（下行路・上行路） 

４）睡眠と覚醒（脳波と睡眠） 

５）サーカディアンリズム 

３．末梢神経系 

１）末梢神経の構造と機能的

分類 

２）脳神経 

３）脊髄神経と神経叢 

４）体性神経系 

５）自立神経系（交感神経、副

交感神経） 

４．脳の成長と老化 

５．神経系の障害 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

5 回 

（中野） 

 

 

 

 

 

6 回 

（中野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 回 

（中野） 

 

 

 

８回 

（中野） 

＜骨・関節・筋系＞ 

１．骨と骨格 

１）骨の働き、骨の組成と構造

２）骨の種類 

２．頭蓋、体幹の骨格 

１）頭蓋、脊柱、胸郭 

３．体肢の骨格 

１）上肢、骨盤、下肢 

４．関節の構造と種類 

１）関節の運動 

５．筋の種類 

１）横紋筋と平滑筋 

２）骨格筋、心筋 

６．筋の機能 

１）筋の収縮機序 

２）筋収縮のエネルギー代謝 

３）刺激と活動電位の発生 

４）筋収縮の種類 

３）脊髄反射 

７．身体の運動と骨格筋 

１）頭部の筋、頸部、背部の筋、 

胸部の筋 

２）横隔膜、腹部の筋 

３）上肢の筋、下肢の筋 

終講試験 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

試験 

評価 

方法 

筆記試験 100 点 

（ ①50 点  ②50 点 ） 
教科書 

ﾅｰｼﾝｸﾞｸﾞﾗﾌｨｶ 人体の構造と機能① 

 解剖生理学   （メディカ出版） 



【 専門基礎分野 人体の構造と機能 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

解剖生理学Ⅳ 1 

15 時間（8 回） 

① 5 時間（3 回） 

② 4 時間（2 回） 

③ 6 時間（3 回） 

1 年次・後期 

① 藤原 正美（生殖器系） 

② 川野 志延（感覚器系） 

③ 横田 千晶（免疫系） 

実践的教育内容 
急性期病院の各系統別病棟で５年以上の勤務経験のある認定看護師であり、 

その経験から、人体を看護の視点で系統立てて理解できるよう教授する 

学習目標 １．人体の構造と機能をそれぞれに関連付けて理解することができる 

D 

P 

と

の 

関

連 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

■７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

（藤原） 

 

 

 

 

 

 

2 回 

（藤原） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 回 

（川野） 

 

 

 

＜女性生殖器系＞ 

１．女性生殖器の構造 

１）卵巣 

２）卵管、子宮、膣 

３）外陰部、会陰 

２．性周期 

１）卵胞期・排卵・黄体期 

２）卵子の発生、月経 

３）ホルモン分泌 

３．妊娠と出産 

１）受精・着床と胎児 

２）出産 

４．乳房、乳腺 

５．男性生殖器の構造 

１）精巣と精路 

２）精子の形成 

３）精巣上体、精管、精嚢、前

立腺、陰茎 

＜感覚器＞ 

１． 感覚の種類 

２． 感覚情報の大脳皮質への

投射 

３． 視覚 

１）眼球の構造と機能 

２）視覚の伝導路 

３）視力と視野 

４）目の反射と調節機能 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

4 回 

（川野） 

 

 

 

 

 

 

 

5 回 

（横田） 

 

 

 

6 回 

（横田） 

 

 

 

 

 

7 回 

（横田） 

 

 

 

8 回 

（藤原） 

４．聴覚と平行覚 

１）耳の構造 

２）音の伝導と聴覚伝導路 

３）平衡覚器の構造と機能 

５．化学的感覚（嗅覚・味覚） 

１）嗅覚と嗅覚受容器 

２）味覚と味蕾 

３）体性感覚 

４）内臓感覚の受容器と機能 

＜免疫系＞ 

１．皮膚の構造と防御機能 

２．皮膚の成長と老化 

３．免疫系の大まかな仕組み 

１）自然免疫系と獲得免疫系 

４．獲得免疫系のしくみ 

１）抗原特異性 

２）抗原と抗体 

３）抗体の産生と働き 

５．食細胞とサイトカイン 

６．液性免疫と細胞性免疫 

７．免疫系と感染症 

８．アレルギーと自己免疫疾患 

９．体熱産生と体温 

１）核心温度と外殻温度 

２）熱産生と熱放散 

３）体温調節 

 終講試験 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

試験 

評価 

方法 

筆記試験 100 点 

（ ①30 点 ②30 点 ③40 点 ） 
教科書 

ﾅｰｼﾝｸﾞｸﾞﾗﾌｨｶ 人体の構造と機能① 

 解剖生理学   （メディカ出版） 



 

【  専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進  】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

生化学 1 15 時間（8 回） 1 年次・前期 中村 允之 

学
習
目
標 

 

１．人体の構造と機能をそれぞれに関連付けて理解することができる 

 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

□６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

 

 

2 回 

 

 

 

 

 

 

3 回 

4 回 

5 回 

 

 

 

 

１．生化学を学ぶための 

  基礎知識 

１）生化学とは 

２）細胞の構造と機能 

 

２．代謝と生体のｴﾈﾙｷﾞｰ 

１）三大栄養素の代謝の概要 

２）酵素の基礎知識 

３）ビタミンとは 

４）糖質とは 

５）単糖、二糖、多糖 

 

３．糖質の消化と吸収 

１）グルコースの分解 

・解糖系 

 ・ピルビン酸からアセチ 

ル CoA への変換 

・クエン酸回路 

・電子伝達系 

２）グリコーゲン代謝 

３）ペントースリン酸経路 

４）ガラクトース、マンノー 

ス、フルクトースの分解 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 回 

 

 

 

 

 

 

7 回 

 

 

 

 

8 回 

 

 

 

４．脂質の構造と機能 

１）脂質とは 

２）脂質の種類 

３）脂質の消化と吸収 

４）脂肪酸の分解 

５）脂質の合成 

 

５．タンパク質代謝 

 １）タンパク質とは 

 ２）アミノ酸 

 

６．ポルフィリン代謝と 異

物代謝 

 

７．遺伝子と核酸 

 １）DNA の複製 

 ２）DNA の組み換え 

 ３）転写 

 

まとめ、終講試験 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

 

試験 

 

 

評価 

方法 
筆記試験 100 点  教科書 

系統看護学講座 専門基礎分野  

    生化学 （医学書院） 

 



【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

代謝栄養学 1 15 時間（8 回） 1 年次・前期 徳永 祐子 

実践的教育内容 

管理栄養士として、総合病院で３０年以上の勤務経験があり、栄養のメ

カニズムは勿論のこと、病院食・特に治療食の献立の調理及び試食を体

験することで、治療食について理解できるよう教授する 

学習目標 
１． 栄養のメカニズムが理解できる 

２．病態に応じた栄養について理解できる 

D 

P 

と

の 

関

連 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

□６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

 

 

2 回 

 

 

 

 

 

3 回 

 

 

 

 

 

 

 

4 回 

１．栄養を学ぶということ 

１）栄養とは 

２）栄養の歴史 

３）看護と栄養 

 

２．栄養素の種類と働き 

 

３．エネルギー代謝 

１）エネルギー消費 

２）基礎代謝量 

 

４．食事と食品 

 １）食事摂取基準 

 ２）食品群と栄養素 

５．栄養ケア・ 

マネジメント 

 

６．栄養状態の評価・判定 

 

７．ライフステージと栄養 

 １）乳幼児期、幼児期 

 ２）学童期 

 ３）思春期、青年期 

 ４）成人期 

 ５）妊娠期、授乳期 

 ６）更年期 

 ７）高齢期 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

 

 

 

 

5 回 

 

 

 

 

 

6 回 

 

FT 

 

 

 

 

7 回 

 

8 回 

 

８．臨床栄養 

１）チームで取り組む栄養管

理 

２）病院食、特別食 

３）栄養補給法 

 

９．疾患・症状別食事療法 

 

10．治療食の実際 

 １）献立 

 ２）調理 

 ３）食事 

 

まとめ 

 

終講試験 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

演習 

 

 

 

 

講義 

 

試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 

方法 
筆記試験 100 点 教科書 

系統看護学講座 専門基礎分野 

栄養学 （医学書院） 

 

 



【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

微生物学 1 30 時間（15 回） 1 年次・前期 櫛引 千恵子 

実践的教育内容 

病理認定医として大学病院・総合病院の検査室で約４０年の勤務経験が

ある。感染症の成り立ちと、生体防御機構について教授し、人の生命と

向き合う職業であることを理解させる 

学習目標 
１． 疾病の成り立ちに影響を及ぼす微生物の種類とそれぞれの特性が理解できる 

２．各感染症に対する治療と看護の基本が理解できる 

D 

P 

と

の 

関

連 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

□６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康 

の保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

 

2 回 

 

 

 

3 回 

 

 

 

 

4 回 

 

 

 

 

 

5 回 

 

6 回 

 

7 回 

 

 

8 回 

１．微生物と微生物学 

１）微生物の性質 

２）微生物と人間 

 

２．細菌、真菌、原虫、 

ウィルスの性質 

１）感染と感染症 

 

３．感染に対する生体防御機

構 

１）感染の成立から  

発症・治癒まで 

 

４．感染に対する生体防御 

機構 

１）自然免疫と獲得免疫 

２）抗原と抗原特異的免疫 

３）感染源、感染経路からみ

た感染症 

５．滅菌と消毒 

 

６．感染症の検査と診断 

 

７．感染症の治療 

１）化学療法の基礎 

 

８．感染症の現状と対策 

講義 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

講義 

 

 

 

 

9 回 

 

 

 

 

10 回

11 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 回 

13 回 

14 回 

 

 

 

 

15 回 

１）感染症の変遷と現状 

２）感染症の問題点 

３）感染症への対策 

９．病原細菌と細菌感染症 

１）グラム陽性球菌 

２）グラム陰性球菌 

３）グラム陰性好気性 

   桿菌 

４）グラム陰性通性桿菌 

５）カンピロバクター属 

６）グラム陽性桿菌 

７）抗酸菌と放散菌 

８）嫌気性菌 

 ９）スピロヘータ 

 10）マイコプラズマ 

 11）リケッチア目 

 12）クラミジア科 

 

10．臨床検査室見学 

 

11．病原真菌と真菌感染症 

12．病原原虫と原虫感染症 

13．病原ウィルスと    

ウィルス感染症 

 

まとめ 終講試験 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

見学実習 

 

講義 

講義 

 

 

 

試験 

 

評価 

方法 
筆記試験 100 点  教科書 

系統看護学講座 専門基礎分野 

微生物学 （医学書院） 

 

 



【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

薬理学 1 30 時間（15 回） 1 年次・後期 中谷 孝史 

実践的教育内容 
急性期病院の薬剤師として３０年以上の勤務経験があり、看護師に必要

な薬物管理の大切さと薬による影響について教授する 

学習目標 
１．健康回復に関する薬物の作用が理解できる 

２．各薬物に応じた管理について理解できる 

D 

P 

と

の 

関

連 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

□４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康 

の保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

2 回 

 

 

 

3 回 

 

 

 

4 回 

5 回 

 

 

 

 

 

6 回 

7 回 

 

１．薬理学とは 

２．薬に関する基礎知識 

 

３．生体機能と薬 

１）薬の体内運命と薬効 

２）生体の調節機能と薬物 

 

４．末梢神経作用薬 

１）自立神経作用薬 

２）筋弛緩、局所麻酔薬 

 

５．中枢神経作用薬 

１）全身麻酔、催眠薬 

２）麻薬及び類似薬 

３）抗てんかん薬 

４）パーキンソン治療薬 

５）抗認知症薬、向精神薬 

 

６．心・血管系作用薬 

１）降圧薬、抗不整脈薬 

２）抗狭心症薬、強心薬 

３）利尿薬、末梢血管 

拡張薬 

４）造血薬、抗血栓薬 

５）止血薬、血液製剤 

 

７．呼吸器系作用薬 

１）気管支系治療薬 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

8 回 

 

 

9 回 

10 回 

 

 

 

11 回 

 

 

 

 

 

12 回 

 

 

13 回 

 

 

14 回 

 

 

 

15 回 

８．消化器系作用薬 

１）消化性潰瘍治療薬 

２）健胃消化薬 

３）胃腸機能調整 

４）腸疾患に作用する薬 

５）肝、胆道、膵臓治療 

   薬、制吐・催吐薬 

 

９．内分泌・代謝系作用薬 

１）ホルモン製剤 

２）骨・カルシウム 

３）糖尿病、脂質異常 

４）高尿酸血症 

 

10．抗感染症薬 

11．抗腫瘍薬（抗がん剤） 

 

12．抗炎症薬、解熱鎮痛薬 

13．抗アレルギー薬 

 

14．救急薬品 

15．漢方薬 

16．ビタミン製剤 

 

まとめ 終講試験 

講義 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

試験 

 

 

評価 

方法 
筆記試験 100 点  教科書 

新体系看護学全書  薬理学 

 （メジカルフレンド社） 

 



【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

リハビリテーション論 1 15 時間（7 回） 2 年次・後期 西田 有紀（他 6 名） 

実践的教育内容 
理学療法士として急性期病院で２０年以上勤務の勤務経験があり、リハビリテー
ションの概念および障害者が地域で生活するために、看護師と理学療法士が、ど
のように連携することが必要かを教授する 

学

習

目

標 

１．リハビリテーションや障害の概念、障害者にかかわる制度とリハビリテーション医療の 

提供システムについて理解できる 

２．障害をかかえる人々の生活の質を高めるためのリハビリテーションについて理解できる 

３．障害者や家族の心理、セルフケアへの援助，リスク社会参加への援助について理解できる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 回 

 

 

3 回 

 

 

 

4 回 

１．リハビリテーション総論 

１）リハビリテーションの定

義と理念 

２）疾病と障害 

３）国際生活機能分類（ICF） 

４）障害者を取り巻く社会 

５）経過別リハビリテーショ

ン 

６）専門職によるアプローチ 

７） 多職種連携 

 

２．疾患別リハビリテーショ

ン 

１）各疾患から起こる障害の

理解 

２）リハビリテーション専門

職の具体的アプローチ 

３）看護師との連携 

４）社会復帰に向けた目標共

有とアプローチ 

 

１．中枢神経系疾患に対する

リハビリテーション 

 

２．運動器系疾患に対するリ

ハビリテーション 

 

３．がん疾患に対するリハビ

リテーションと廃用症候群 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

5 回 

 

 

 

6 回 

 

 

 

7 回 

 

 

 

8 回 

 

４．呼吸器系疾患に対するリ

ハビリテーション 

 

５．心臓循環器系疾患に対す

るリハビリテーション 

 

生活と地域（訪問リハビリテ

ーション） 

 

終講試験 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

試験 

評価 

方法 
筆記試験  100 点 教科書 

系統看護学講座 別巻  

リハビリテーション看護（医学書院） 



【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

病態治療論Ⅰ 1 

30 時間（15 回） 

① 14 時間（7 回） 

② 12 時間（6 回） 

③  4 時間（2 回） 

2 年次・前期 

① 石川 秀雄（呼吸器系） 

② 柿原 隼 （循環器内科） 

③ 平松 範彦（心臓血管外科） 

実践的教育内容 
市立病院及び急性期病院で１０年～３０年勤務経験のある医師が、臨床実習で経験

する疾患及び国家試験対策も考慮した代表疾患の病態生理・診断治療を教授する 

学習目標 
１． 系統別代表疾患の病態生理が理解できる 

２．系統別代表疾患の診断・治療処置について理解できる 

D 

P 

と

の 

関

連 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

2 回 

（石川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 回 

4 回 

（石川） 

 

5 回 

6 回 

7 回 

（石川） 

8 回 

（柿原） 

 

 

 

9 回 

（柿原） 

1.呼吸器の構造と機能（復習） 

2.呼吸器疾患の主な症状 

1)咳嗽、血痰、喀血 

2)呼吸困難、呼吸不全 

3)CO２ナルコーシス 

3.検査と治療、処置 

1)胸部レントゲン、胸部 CT 

2)気管支鏡 

3)胸腔ドレナージ 

4)人工呼吸器 

非侵襲的陽圧換気（NPPV） 

4.疾患の理解 

1)呼吸器感染症（肺炎、肺結核） 

2)間質性肺炎 

3)COPD、肺気腫 

5.呼吸器外科の疾患 

1)肺腫瘍（肺癌、中皮腫） 

2)肺塞栓症、肺梗塞、肺高血圧 

3)胸膜炎、気胸 

1.循環器の構造と機能（復習） 

2.循環器疾患の主な症状 

1)胸痛、動悸、呼吸困難  

2)浮腫 

3)ショック 

3.検査と治療 

1)心電図、心エコー 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

講義 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

10 回 

（柿原） 

 

 

 

11 回 

12 回 

（柿原） 

 

 

 

 

 

 

13 回 

（平松）

14 回 

（平松） 

 

15 回 

（柿原） 

2)心血管造影検査 

3)心臓カテーテル 

4)S-G カテーテル 

5)心臓リハビリテーション 

4.侵襲的治療 

1)血管溶解療法 

2)経皮的冠動脈インターベンシ

ョン 

3)冠動脈バイパス術 

5.疾患の理解と内科的治療 

1)心不全 

2)虚血性心疾患（狭心症、心筋梗

塞） 

3)血圧異常、不整脈 

4)心臓弁膜症、心内膜炎 

5)心筋症 

6)心タンポナーゼ 

7)肺塞栓症、深部静脈血栓症 

5.疾患の理解と外科的治療 

1)冠動脈バイパス術、人工心肺 

2)心臓弁膜症（弁置換術） 

3)大動脈瘤、大動脈解離 

4)閉塞性動脈硬化症 

まとめ、終講試験 

 

 

 

 

 

 

 講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

講義 

 

 

講義・ 

 試験 

評価 

方法 

筆記試験 100 点満点  

（①30 点 ②20 点 ③35 点 ④15 点 ）  
教科書 

系統看護学講座 成人看護学 

呼吸器・循環器       （医学書院） 



 

 

【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】  

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

病態治療論Ⅱ 1 

30 時間（15 回） 
① 10 時間（5 回） 
② 10 時間（5 回） 
③ 10 時間（5 回） 

2 年次・前期 

① 渡邊 文督（血液・造血器） 

② 脇田 重明（運動器系） 

③ 谷口 勝 （内分泌系） 

実践的教育内容 
大学病院及び開業医として１０年～３０年以上勤務経験のある医師が、臨床実習で経験する疾患及

び国家試験対策も考慮した代表疾患の、病態生理・診断治療を教授する 

学習

目標 

１．系統別代表疾患の病態生理が理解できる 

２．系統別代表疾患の診断・治療処置について理解できる 

D 

P 

と

の 

関

連 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

（渡邊） 

 

 

 

2 回 

（渡邊） 

 

 

 

3 回 

4 回 

5 回 

（渡邊） 

 

 

 

 

 

 

 

6 回 

（脇田） 

 

 

 

7 回 

（脇田） 

1.血液の機能と造血のしくみ（復習） 

2.血液、造血器疾患の主な症状 

1)貧血、出血傾向 

2)発熱、リンパ節腫脹、脾腫 

3.検査と治療、処置 

1)末梢血検査 

2)骨髄穿刺 

3)化学療法 

4)放射線療法 

5)造血幹細胞移植 

4.疾患の理解 

1)貧血（鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血、

再生不良性貧血、溶血性貧血） 

2)白血球増加症、白血球減少症、好中球減

少症 

3)造血器腫瘍（急性白血病、骨髄異形成症

候群、慢性骨髄性白血病、悪性リンパ腫、

成人 T 細胞白血病、多発性骨髄腫） 

4)出血性疾患（免疫性血小板減少性紫斑

病、血栓性血小板減少性紫斑病、幡種性血

管内凝固） 

1.運動器の構造と機能（復習） 

2.運動器疾患の主な症状 

1)疼痛、形態異常 

2)関節運動の異常 

3)跛行 

3.検査と治療、処置 

1)骨髄造影検査 

2)関節鏡検査 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

8 回 

9 回 

10 回 

（脇田） 

 

 

 

 

11 回 

（谷口） 

 

 

 

12 回 

（谷口） 

 

13 回 

（谷口） 

14 回 

（谷口） 

 

 

15 回 

（谷口） 

 

3)保存治療（ギプス固定、牽引法、関節注

射） 

4)理学療法、作業療法 

4.疾患の理解 

1)骨折、脱臼、捻挫 

2)骨炎、骨髄炎、関節炎 

3)関節リウマチ、変形性関節症 

4)骨肉腫 

5)骨粗鬆症 

6)腰部脊柱管狭窄症、椎間板ヘルニア 

 

1.内分泌器官の構造と機能、ホルモンの機

能 

2.検査、処置 

1)ホルモンの血中測定、内分泌機能検査 

2)経口ブドウ糖負荷試験、HbA1c 

3.疾患の理解と治療 

1)甲状腺疾患（甲状腺機能亢進症、甲状腺

機能低下症、橋本病、甲状腺癌） 

2)甲状腺癌、下垂体腫瘍 

3)クッシング症候群、褐色細胞腫 

4)肥満、メタボリックシンドローム 

5)Ⅰ型・Ⅱ型糖尿病 

6)高尿酸血症、K 代謝異常、ビタミン欠乏

症 

まとめ、終講試験 

 

 

 

講義 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

講義 

 

 

 

講義・ 

試験 

評価 

方法 

筆記試験 100 点 

（①35 点 ②35 点 ③30 点） 
教科書 

系統看護学講座 成人看護学  

血液造血器、運動器内分泌・代謝（医学書院） 



 

 

【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

病態治療論Ⅲ 1 

30 時間（15 回） 
① 8 時間（4 回） 
② 6 時間（3 回） 
③ 10 時間（5 回） 
④ 6 時間（3 回） 

2 年次・前期 

① 植村 彰夫（消化器内科） 
② 吉田 真未（消化器外科） 
③ 龍 尭志 （脳神経系） 
④ 谷坂 恵 （脳神経系） 

実践的教育内容 
急性期病院及び開業医として５年～３０年以上勤務経験のある医師が、臨床実習で経験する疾患お及び国

家試験対策も考慮した代表疾患の病態生理・診断治療を教授する 

学習

目標 

１． 系統別代表疾患の病態生理が理解できる 

２． 系統別代表疾患の診断・治療処置について理解できる 

D 

P 

と

の 

関

連 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

（植村） 

 

 

 

2 回 

（植村） 

 

 

 

 

3 回 

（植村） 

4 回 

（植村） 

5 回 

（吉田） 

6 回 

（吉田） 

7 回 

（吉田） 

 

 

8 回 

（龍） 

9 回 

（龍） 

1.消化器の構造と機能（復習） 

2.消化器疾患の主な症状 

1)嚥下困難、腹痛、嘔気、嘔吐、吐血・下

血、腹部膨満感、下痢、便秘、腹水、黄

疸、肝性脳症 

3.検査と治療 

1)腹部レントゲン、腹部 CT  

2)腹部超音波検査 

3)消化管内視鏡検査（上部・下部） 

4)肝機能検査、肝生検 

5)内視鏡的膵胆管造影 

4.消化器疾患の理解と治療 

1)食道疾患（食道癌、胃食道逆流症、食道

静脈瘤） 

2)胃・十二指腸疾患（胃炎、胃・十二指腸

潰瘍、胃癌） 

3)腸・腹膜疾患（腸炎、イレウス、大腸癌、

潰瘍性大腸炎、クローン病、腹膜炎、ヘ

ルニア） 

4)肝臓疾患（肝炎、肝硬変症、門脈圧亢進

症、肝不全、肝癌） 

胆・膵疾患（胆嚢炎・胆管炎、膵炎、膵

癌） 

1.脳神経系の構造と機能（復習） 

2.脳神経疾患の主な症状 

1)頭痛、意識障害、高次脳機能障害、頭蓋

内圧亢進症、脳ヘルニア、運動 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

10 回 

（龍） 

 

 

 

 

 

 

 

11 回 

12 回 

（龍） 

 

 

 

13 回 

14 回 

（谷坂） 

 

 

 

 

15 回 

（谷坂） 

機能障害、感覚機能障害、髄膜刺激症状 

3.検査と処置 

1)神経学的検査、 

2)頭部レントゲン、頭部 CT、MRI 

3)脳波検査 

4)脳血管撮影 

5)髄液検査 

4.侵襲的治療 

1)開頭術 

2)脳室ドレナージ 

脳・神経疾患の理解 

1)脳血管障害（脳梗塞、脳出血、くも膜下

出血、もやもや病） 

2)脳腫瘍 

3)頭部外傷、脊髄損傷 

4)脱髄性疾患（多発性硬化症） 

5)神経変性疾患（パーキンソン病、筋萎縮

性側索硬化症） 

6)感染性疾患（脳炎、髄膜炎） 

7)筋疾患（重症筋無力症、筋ジストロフィ

ー症） 

8)末梢神経障害（ギランバレー症候群） 

9)てんかん 

10)認知症 

まとめ、終講試験 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

・試験 

評価 

方法 

筆記試験 100 点 

（①30 点 ②20 点 ③35 点 ④15 点） 
教科書 

系統看護学講座 成人看護学 

消化器・脳神経 （医学書院） 



 

 

【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

病態治療論Ⅳ 1 

30 時間（15 回） 

① 12 時間（6 回） 

② 8 時間（4 回） 

③ 10 時間（5 回） 

2 年次・前期 

① 根木 茂雄（腎泌尿器系） 

② 浦川 信司（女性生殖器系） 

③ 瀬戸 嗣朗（アレルギー系） 

実践的教育内容 
大学病院および市立病院・民間病院の院長として２０年～３０年以上勤務経験のある医師が、臨床実習で経

験する疾患お及び国家試験対策も考慮した代表疾患の病態生理・診断治療を教授する 

学習目標 
１． 系統別代表疾患の病態生理が理解できる 
２． 系統別代表疾患の診断・治療処置について理解できる 

D 

P 

と

の 

関

連 

１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

（根木） 

2 回 

（根木） 

 

 

3 回 

（根木） 

 

 

 

4 回 

（根木） 

5 回 

（根木） 

 

 

6 回 

（浦川） 

7 回 

（浦川） 

 

 

 

 

8 回 

（浦川） 

1.腎・泌尿器の構造と機能（復習） 

2.人・泌尿器疾患の主な症状 

1)尿の異常、排尿に関連した症状（頻尿、

多尿、乏尿、尿閉） 

2)過活動膀胱、神経因性膀胱、尿失禁 

3)脱水、浮腫、尿崩症 

3.検査と治療・処置、治療 

1)尿検査、腎機能検査 

2)経尿道的内視鏡検査 

3) 透析療法（血液透析、腹膜透析） 

4) 腎移植 

4.腎・泌尿器疾患の理解 

1)ネフローゼ症候群、糸球体腎炎 

2)急性腎不全、慢性腎不全 

3)尿路結石症、腎盂腎炎、尿路感染症 

4)前立腺肥大 

5)腎細胞癌、膀胱癌、前立腺癌 

1.女性生殖器の構造と機能（復習） 

2.女性生殖器疾患の主な症状 

1)ホルモン異常 

2)ショック、出血、帯下 

3)疼痛、発熱、下腹部膨満、腫瘤感 

4)排尿障害 

5)外陰部掻痒感、不定愁訴 

6)リンパ浮腫 

3.診察・検査と治療、処置 

1)診察治療器具 

2)病理検査、内視鏡検査 

3)マンモグラフィー、乳房超音波検 

査 

講義 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

9 回 

（浦川） 

 

 

10 回 

（瀬戸） 

 

 

 

11 回 

（瀬戸） 

 

 

 

12 回 

（瀬戸） 

13 回 

（瀬戸） 

 

14 回 

（瀬戸） 

 

 

 

 

 

 

15 回 

（根木） 

4)レーザー治療、手術療法 

5)薬物療法、ホルモン療法 

4.女性生殖器疾患の理解 

1)子宮内膜症、子宮筋腫 

2)子宮頸癌・体癌、卵巣腫瘍 

3)乳癌 

1.免疫の仕組みとアレルギー（復習） 

2.診断、検査と治療 

1)皮膚テスト 

2)薬物療法、アレルゲン免疫療法 

3.症状と疾患の理解 

1)アレルギー性鼻炎、食物アレルギー、ア

ナフィラキシー 

2)アトピー性皮膚炎、接触性皮膚炎、化学

物質過敏症 

4.膠原病とは 

5.自己免疫疾患とその機序 

6.膠原病の主な症状 

1)関節痛、レイノー現象、皮膚粘膜症状、

タンパク尿 

7.検査と治療 

1)血性・免疫学的検査 

2)薬物療法 

8.膠原病の理解 

1)関節リウマチ 

2)全身性エリテマトーデス 

3)全身強皮症、皮膚筋炎、多発性筋炎 

4)ベーチェット病 

5)シェーグレン症候群 

まとめ、終講試験 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

・試験 

評価 

方法 

筆記試験  100 点 

（ ①40 点 ②25 点 ③35 点 ） 
教科書 

系統看護学講座 成人看護学  

腎・泌尿器、女性生殖器 

アレルギー・膠原病・感染症  （医学書院） 



 

 

【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

病態治療論Ⅴ 1 

15 時間（8 回） 

① 4 時間（2 回） 

② 4 時間（2 回） 

③ 4 時間（2 回） 

④ 3 時間（2 回） 

2 年次・前期 

① 鐙 順子 （皮膚）    

② 清水 智之（耳鼻咽喉） 

③ 早部 剛次（眼） 

④ 奥野 一吉（歯・口腔） 

実践的教育内容 
大学病院および市立病院・開業医の院長として１５年～３０年以上勤務経験のある医師が、臨床

実習で経験する疾患及び国家試験対策も考慮した代表疾患の病態生理・診断治療を教授する 

学習目標 
１． 系統別代表疾患の病態生理が理解できる 

２． 系統別代表疾患の診断・治療処置について理解できる 

Ｄ
Ｐ
と
の
関
連 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

（鐙） 

 

 

 

 

2 回 

（鐙） 

 

 

 

 

 

 

 

3 回 

（清水） 

 

 

 

 

 

 

4 回 

（清水） 

 

 

 

1.皮膚の構造と機能（復習） 

2.皮膚疾患の主な症状 

1)発疹、続発疹、掻痒、皮膚の老化 

3.検査と治療・処置 

1)理学的検査、病理組織検査 

2)薬物療法（内服、外用）、手術療法 

4.皮膚疾患の理解 

1)表在皮膚疾患（湿疹、皮膚炎、蕁麻

疹、痒疹、水泡症、薬疹） 

2)真皮・皮下脂肪および皮膚付属器

の疾患 

3)物理・化学的皮膚傷害 

4)腫瘍（有棘細胞癌、基底細胞癌、悪

性黒色腫）、色素性母斑、ケロイド 

5)皮膚感染症（帯状疱疹、白癬、疥癬） 

1.耳鼻咽喉の構造と機能（復習） 

2.耳、鼻、口腔・唾液腺・咽頭・喉頭 

に現れる主な症状 

（難聴、聴覚・嗅覚・味覚障害） 

3.検査と治療 

1)主な器材・器具、聴力検査、平衡機

能検査 

2)手術療法 

4.耳、鼻、口腔・咽喉頭疾患の理解 

1)耳疾患（メニエール病、突発性難

聴） 

2)鼻疾患（鼻出血、鼻炎、上顎癌） 

3)咽頭・口頭・口腔疾患（咽頭炎、扁

桃肥大、咽頭癌、喉頭癌、舌癌） 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

5 回
（早部） 

 

 

 

 

 

 

 

6 回 

（早部） 

 

 

 

 

7 回 

（奥野） 

 

 

 

 

 

 

8 回 

（奥野） 

 

 

 

1.眼の構造と機能（復習） 

2.視機能に関連した症状（視力障害、

視野障害、色覚異常）3.視機能に関連

しない症状 

4.検査と治療、処置 

1)視力検査、眼底検査、眼圧検査、瞳

孔検査） 

2)点眼法、洗眼法、コンタクトレンズ 

3)手術療法 

5.疾患の理解 

1)近視、遠視、乱視、弱視、斜視） 

2)結膜疾患 

3)角膜・硝子体疾患（網膜症、網膜剥

離、加齢黄斑変性） 

4)白内障、緑内障 

1.歯・口腔の構造と機能（復習） 

2.主な症状 

1)口腔症状（歯痛、腫脹、口腔出血） 

2)顎口腔機能障害 

3.検査と治療・処置 

1)口腔法 X 線撮影 

2)保存治療 

3)抜歯、歯根端切除術、補綴治療 

4.疾患の理解 

1)齲蝕、歯肉炎 

2)口腔粘膜の疾患 

3)歯と顎骨の外傷 

4)顎関節、咀嚼筋の疾患 

 終講試験 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

試験 

評価 

方法 

筆記試験  100 点  

(ア) 25 点 ②25 点 ③25 点 ④25 点） 
教科書 

系統看護学講座 成人看護学  

皮膚、耳鼻咽喉、眼、歯・口腔   （医学書院） 



 

 

【 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

看護視点的病態関連 1 15 時間（8 回） 2 年次・後期 山﨑 美知子 

実践的教育内容 

看護師として５年以上業務に従事し、専任教員として必要な研修を修了

した者で、看護の視点で疾患が理解でき、看護実践に活かすことができ

るよう教授する 

学
習
目
標 

１．疾患の病態生理を理解するための思考プロセスを身につけることができる 

２．患者の病態を関連図を用いて理解し必要な看護を導く力を習得できる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康 

の保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 回 

3 回 

4 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．病態生理とは 

1）生理と病態生理の違いに

ついて 

2）基礎知識について 

3）病態関連図とは 

 

※講義前事前学習を基にし

た 

事例1疾患の力だめしテスト 

 

２．事例 1 の提示 

1）解剖生理の基礎知識をも

とに、病態生理を理解する 

2）病態関連図作成 

 疾患・症状のメカニズムを

理解する 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

個人 

学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 回 

6 回 

7 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 回 

※講義前事前学習を基にし

た事例 2 疾患の力だめし

テスト 

３．事例 2 の提示 

1）解剖生理の基礎知識をも

とに、病態生理を理解す

る 

2）病態関連図作成 

 疾患・症状のメカニズム 

 を理解する 

 

終講試験 

 

 

講義 

個人 

学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験 

評価 

方法 

 レポート 20 点 

筆記試験 80 点 
教科書 

系統看護学講座 専門基礎 

病態生理学 （医学書院） 

 



 

 

【 専門基礎分野 健康支援と社会保障 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

公衆衛生学Ⅰ 1 30 時間（15 回） 1 年次・前期 谷 康平 

実践的教育内容 
スタンフォード大学公衆衛生大学院を卒業し、環境衛生学研究所の所長として
30 年以上勤務している経験と、医師として公衆衛生学の教授経験を関連させ、
看護の視点で必要な公衆衛生学について具体的な内容を教授する 

学習目的 
１．保健の考え方、保健活動の理念について理解できる 

２．保健衛生、予防衛生の法規及び施策について理解し、生活者の健康について
考えることができる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

□１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

■７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

2 回 

 

 

 

 

 

3 回 

4 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 回 

6 回 

１．公衆衛生とは 

２．健康の権利と社旗的 

  公正 

３．情報公開と生命倫理 

４．環境とは 

１）生態系と環境 

２）自然環境 

３）社会的環境 

４）身体・精神・心理的影響 

５．環境と保健 

１）地球温暖化 

２）水質汚染、大気汚染、土

壌汚染 

３）放射線物質 

６．身のまわりの環境と健

康 

１）食品の安全確保 

２）家庭用品の安全確保 

３）ごみ・産業廃棄物問題 

４）住環境と健康 

 

７．感染症とその予防対策 

１） 感染症の成立と予防 

２） 公衆衛生上の重要な感

染症とその対策 

８．疫学と健康指針 

１）疾病の発生状況 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

7 回 

8 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 回 

10 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 回 

12 回 

13 回 

14 回

15 回 

２）健康状態や医療水準 

９．新しい健康概念の提案 

と健康づくりを支援する方法 

１０．地域コミュニティを 

対象としたヘルスプロモーシ

ョン活動１１．公衆衛生とグ

ローバル化 

１）自国の枠を超えて 

２）国際協力 

３）リプロダクティブヘルスラ

イツ 

１１．地域における公衆衛生の

実践と課題 

１） 母子保健（母子保健活動） 

２） 成人保健（疾病予防、ヘル 

スプロモーション、健康日本

21、生活習慣病対策） 

３） 高齢者保健 

４） 精神保健 

５） 障害者保健・難病保健 

 

１２．学校と健康（学校保健） 

１３．職場と健康（産業保健） 

１４．健康危機管理 

１５．災害保健 

まとめ 終講試験 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

講義 

講義 

試験 

評価 

方法 
筆記試験 100 点 教科書 

系統看護学講座 専門基礎分野 

公衆衛生   （医学書院） 

 



 

 

【 専門基礎分野 健康支援と社会保障 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

公衆衛生学Ⅱ 1 

15 時間（8 回） 

① 11 時間（6 回） 

②  2 時間（1 回） 

③  2 時間（1 回） 

  （招聘講義） 

2 年次・前期 

① 前田 知美 

② 池田 美子 

③ 保健センター職員 

実践的教育内容 
訪問看護ステーションで管理者として２０年以上勤務経験のある看護師 
が、地域を公衆衛生の視点でとらえ、地域の状況をどのように理解すること
が、地域で暮らす人々の健康上の支援につながるのかを教授する 

学習目標 
１． 地域の状況を知り、岸和田市の保健事業の内容を知ることができる 

２．地域に暮らす人々に起こりうる健康上の問題について理解できる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

□４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

■７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

（池田） 

 

 

 

 

2 回 
保健 

センター 

 

 

 

3 回 

4 回 

（前田） 

 

 

5 回 

6 回 
（前田） 

 

 

 

 

１．地域について 

１）人口動態、人口分布 

２）地域の人々の特色 

３）産業と生活の関連 

４）地域で暮らす人々の健

康上の特徴 

１．健康増進法に基づく 

地域事業 

（健康推進課の役割） 

２．母子保健法に基づく 

地域事業 

1．医療機関マップ作り 

 １）病院、老人保健施 

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 

保健センター、診療所

など 

２．地域に暮らす人々の 

健康上の問題を 

考える 

１） 乳幼児 

２） 高齢者 

３） 成人 

４） 障害者 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義・GW 

 

 

 

 

 

講義・GW 

 

 

 

 

GW 

7 回 

 

8 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

課題説明 

 

 

 

 

 

 

評価 

方法 
レポート評価 100 点  教科書 

系統看護学講座 専門基礎分野 

公衆衛生   （医学書院） 



 

 

【 専門基礎分野 健康支援と社会保障 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

医療概論 1 30 時間（15 回） 1 年次・前期 横田 昌也 

実践的教育内容 

大学病院で７年、市立病院で４年、開業して 27 年医師として地域に貢献

し、医療の歴史から現在地域に求められている医師・看護師の使命につ

いて教授する 

学習目的 
１． 医療システム、医療の歴史と動向、医療の理念について理解し、生活者

の健康について考えることができる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

2 回 

3 回 

4 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 回 

6 回 

7 回 

8 回 

 

 

 

 

 

１．医療を支える人々 

２．保健医療サービスの 

提供の場 

３．日本の医療保険制度 

４．医療政策と医療計画 

５．医療と経済 

６．在宅ケアの推進 

７．高齢者ケアシステム 

８．救急医療の現状 

９．災害医療 

10．医療安全 

 

１．健康の決定因子とヘルス 

プロモーション 

２．ヘルスプロモーション 

  の科学 

３．老人として生きる 

４．精神を病むということ 

５．障がい者施策 

６．ノーマライゼーション 

 

講義 

講義 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義 

 講義 

 講義 

 講義 

 

 

 

 

  

 

 

7 回 

8 回 

9 回 

10 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 回 

12 回 

13 回 

 

 

 

 

14 回 

15 回 

１．臓器移植の現状と課題 

２．ゲノム医学の登場 

１）遺伝子の発見とヒト 

ゲノム 

２）遺伝子診断がもたら 

した光と影 

３）胎児診断のジレンマ 

３．医療の国際化 

４．補完代替医療から統合

医療 

５．患者中心の医療 

６．医療サービスと医学診   

 断 

７．医療と診療記録 

８．チーム医療の方法論 

９．医療従事者と生命倫理 

10．患者の権利 

11．個人情報保護 

12．ターミナルケアの問題 

  

【校外学習】 

「華岡青洲の里」 

※レポート課題 

 （校外学習内容含む）  

 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

講義 

 

 

 

 

校外見学 

 

評価 

方法 
レポート評価 100 点 教科書 学生のための医療概論（医学書院） 

 



 

 

【 専門基礎分野 健康支援と社会保障 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

社会福祉Ⅰ 1 15 時間（8 回） 1 年次・後期 吉間 香月 

実践的教育内容 

社会福祉協議会地域連携室で医療ソーシャルワーカーとして１０年以上の

勤務経験がある。人の健康に関わること、疾病の予防から健康づくり拡大進

化している 地域完結型として役割も大きくなることを制度・施策から教授

する 

学習目標 
１．社会福祉の理念、福祉関係の法規と年金保険制度について理解することが

できる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

□４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

 

2 回 

 

 

 

3 回 

 

 

 

 

4 回 

 

 

 

 

 

１．社会保障制度 

１）社会保障の目的、 

機能、体形、内容 

 

２．社会福祉の法制度 

１）社会福祉サービスの内容

とサービス提供の仕組み 

 

３．現代社会の変化 

１）人口、地域社会 

２）家族、個人 

３）経済状況、雇用状況 

 

４．社会保障、社会福祉の 

動向 

１）社会保障制度、保健医療

の動向 

 

５．医療保障 

１）医療保障制度 

２）健康保険と国民健康保険 

３）高齢者医療制度 

４）保険診療の仕組み 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 回 

 

 

 

 

 

6 回 

 

 

 

 

 

7 回 

 

 

 

 

 

8 回 

６．介護保障 

１）介護保障の歴史 

２）介護保障制度の概要 

３）介護保険制度の課題と展 

 望 

 

７．所得保障 

１）所得補償制度の仕組み 

２）年金保障制度 

３）社会手当 

４）労働保険制度 

 

８．公的扶助 

１）貧困・低所得問題と公的

扶助制度 

２）生活保護制度の仕組み 

３）低所得者対策 

 

終講試験 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 試験 

 

 

 

 

 

評価 

方法 
筆記試験 100 点  教科書 

系統看護学講座 専門基礎分野 

社会保障・社会福祉 （医学書院） 

 



 

 

【 専門基礎分野 健康支援と社会保障 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

社会福祉Ⅱ 1 15 時間（8 回） 2 年次・後期 柏矢 智美 

実践的教育内容 
急性期病院で医療ソーシャルワーカーとして２０年以上の勤務経験があ

り、社会福祉Ⅰの内容から地域包括の全体が理解できるように教授する 

学
習
目
標 

１． 社会福祉の現状と課題について理解し、それぞれの分野に応じたサービス内容について 

考えることができる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

■４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

 

 

 

 

2 回 

3 回 

 

 

 

 

 

4 回 

5 回 

 

 

 

 

１．高齢者福祉 

１）高齢者の状況 

２）高齢者福祉の施策 

３）老人保健事業 

 

２．障害者福祉 

１）障害者の定義と実態 

２）障害者福祉の理念 

３）障害者福祉制度の変遷 

４）新たな法体系の整備 

５）障害者福祉の関連施策 

 

３．児童福祉 

１）児童と育ちの環境として

の家庭生活の現状 

２）児童にかかわる法と施策 

①母子保健法 

３）少子化対策と子育て支援 

４）児童虐待対策 

５）子どもの人権と貧困対策 

講義 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 回 

7 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 回 

 

 

４．社会福祉実践と医療・看   

 護 

１）社会福祉援助とは 

２）個人援助技術 

３）集団援助技術 

４）間接援助技術と関連援助

技術 

５）社会福祉援助の検討課題 

６）連携の場面とその方法 

 

終講試験 

講義 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験 

 

 

評価 

方法 
筆記試験  100 点  教科書 

系統看護学講座 専門基礎分野 

社会保障・社会福祉 （医学書院） 

 



 

 

【 専門基礎分野 健康支援と社会保障 】 

科目 単位 時間数・講義回数 学年・時期 講師名 

関係法規 1 

30 時間（15 回） 

① 20 時間（10 回） 

② 10 時間（ 5 回） 

1 年次・後期 
① 吉野 眞美 

② 佐藤 裕幸 

実践的教育内容 

①大学で法学部を卒業し、大学院で医療安全管理学の研究実績もある助産師 

看護系大学 2校、看護師養成所 6校での講師経験から看護に関する法律の内容

について教授する 

②法律事務所に１０年以上の勤務経験の中で、医療過誤における多くの事例か

ら、看護師の責任について自ら考えることができるように教授する 

学習

目標 

１． 法規の概念を理解し、看護活動に関する法規の種類・概要について理解する 

２． 医療過誤における看護師の責任について事例を通して考えることができる 

３． 看護者として、法的責任について考えることができる 

 

D 

P 

と

の 

関

連 

 

■１）多様な文化・価値観を持った人々を、生活を営む存在として幅広く捉えるための、多くの知識が身についている。 

□２）看護専門職としての役割を果たすための、コミュニケーション力が身についている。 

□３）自己を客観的に見つめることができ、看護師としての倫理的判断に基づいた看護が実践できる。 

□４）健康障害があるなしにかかわらず、その人の持てる力に応じた看護が実践できる。 

■５）身につけた知識を活用し得られた情報を科学的・論理的に分析しあらゆる人の健康に関する課題を明確にし、看護が実践できる。 

■６）健康・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として対象や多職種との連携・協働において、すべての人々の健康の 

保持・増進・予防を考慮した看護が実践できる。 

□７）専門職業人としての自覚を持ち、看護の発展のために生涯学習し続けることができる。 

回数 学習内容 学習方法 回数 学習内容 学習方法 

1 回 

（吉野） 

 

 

2 回 

（吉野） 

 

 

 

3 回 
（吉野） 

 

 

 

 

4 回 

（吉野） 

 

 

5 回 

（吉野） 

 

１．法の概念 

２．チーム医療と法の構造 

３．衛生法 

４．厚生行政の仕組み 

１．医療提供の理念と医療安

全 

２．保健師助産師看護師法 

３．看護師などの人材確保 

の促進に関する法律 

１．医師法・医療法 

２．医療関係資格法 

３．保健医療福祉資格法 

４．医療を支える法 

５．人の死に関する法 

６．緊急時の医療に関する法 

１．保健衛生法 

２．分類別保健法 

３．感染症に関する法 

４．食品に関する法 

１．薬事一般に関する法 

２．薬害被害者の救済法 

３．麻薬・毒物法等 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

6 回 

（吉野） 

7 回 

8 回 

（吉野） 

 

 

9 回 

（吉野） 

 

 

 

10 回 

11 回 

12 回 

13 回 

14 回 

（佐藤） 

 

 

15 回 

（吉野） 

１．環境衛生法の営業 

２．環境整備 

１．社会保険法、年金、手当 

１．福祉法 

２．児童分野 

３．老年分野 

４．障害分野 

１．労働法、労働基準法 

２．社会基盤整備 

１．環境保全の基本法 

２．公害防止法 

３．自然保護法 

１．日常生活と法律との 

関わり 

２．看護師の法的責任 

３．診療の補助に関する 

医療事故と療養上の 

世話に関する医療事故 

との違い 

４．医療ミスの原因 

まとめ・終講試験 

講義 

 

講義 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

講義 

講義 

講義 

 

 

 

講義・ 

試験 

評価 

方法 

筆記試験  100 点  

（ ①70 点 ②30 点 ） 
教科書 

ﾅｰｼﾝｸﾞｸﾞﾗﾌｨｶ 健康支援と社会保障④  

看護をめぐる法と制度 （ﾒﾃﾞｨｶ出版） 

 


